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参考３　排出量算定方法

１．ＨＦＣの排出量算定方法

排出形態
番

号

施行

令上

の

区分

対象

物質

段階

の区

分

用途

の区

分
使用製品

の区分

排出時点の

区分

算定の対象 算定方法 排出係数 活動量

１
第三

条四

号イ

ＨＣＦＣ-22 の生産時の副生品である

ＨＦＣ-23の排出

各算定基礎期間におけるＨＣ

ＦＣ-22 の生産に伴い発生し

たＨＦＣ-23の量

各算定基礎期間において生産されたＨＣＦＣ -22
の量に排出係数を乗じて得られる量から、適正に

処理された量を差し引いて算定する。

ＨＣＦＣ-22 の１ｋｇあたり

の生産に伴い発生するｋｇで

表したＨＦＣ-23 の量

各算定基礎期間におけ

るＨＣＦＣ-22の生産量

２ 〃ロ

ガス

生産

ＨＦＣ生産時の排出
各算定基礎期間における当該
物質の生産に伴い排出される

当該物質の量

各算定基礎期間における当該物質の生産量に排
出係数を乗じて算定する。

当該物質の１ｋｇの生産に伴
い排出されるｋｇで表した当

該物質の量

各算定基礎期間におけ
る当該物質のｋｇで表

した生産量

３ 〃ハ

製造又は使

用開始の時

の排出

各算定基礎期間における当該

製品の製造に伴い、又は使用

開始の封入時に排出される当
該物質の量

各算定基礎期間において当該製品に封入された

当該物質の量に排出係数を乗じて算定する。

当該物質の１ｋｇあたりの封

入に伴い排出されるｋｇで表

した当該物質の量

各算定基礎期間におい

て当該製品に封入され

た当該物質の量

４ 〃ニ
使用時

の排出

各算定基礎期間における当該

製品の使用に伴い一年間に排

出される当該物質の量

当該に封入されていた量に排出係数を乗じて算

定する。ただし、算定基礎期間が１年間でない場

合は、さらに算定基礎期間の１年間に対する比率

を乗じる。

当該製品に封入されていた当

該物質の１ｋｇあたりの使用

に伴い一年間に排出されるｋ

ｇで表した当該物質の量

各算定基礎期間におけ

る当該製品に封入され

ていた当該物質の量

５ 〃ホ

ＨＦＣが封入された製

品

・ 家庭用電気冷蔵庫

・ 家庭用エアコンデシ

ョナー

・ 業務用冷凍空気調和

機器 廃棄時

の排出

各算定基礎期間において当該

製品が廃棄される際に排出さ

れる当該物質の量

各算定基礎期間において廃棄された当該製品に

封入されている当該物質の量から、回収及び適正

に処理された量を差し引いて算定する。

廃棄された量を合計するのみ

であり、設定しない

６ 〃ヘ
製造時

の排出

各算定基礎期間において自動

車用エアコンディショナーが

製造される際に排出される当

該物質の量

各算定基礎期間における自動車用エアコンディ

ショナーの生産台数に排出係数を乗じて算定す

る。

自動車用エアコンディショナ

ーの１台あたりの製造に伴い

排出される kg で表した当該

物質の量

各算定基礎期間におけ

る自動車用エアコンデ

ィショナー生産台数

７ 〃ト
使用時

の排出

各算定基礎期間において自動

車用エアコンディショナーが

使用される際に排出される当

該物質の量

自動車用エアコンディショナーの保有台数に排

出係数を乗じて算定する。ただし、算定基礎期間

が１年間でない場合は、さらに算定基礎期間の１

年間に対する比率を乗じる。

自動車用エアコンディショナ

ーの１台あたりの使用に伴い

１年間に排出される kg で表

した当該物質の量

各算定基礎期間におけ

る自動車用エアコンデ

ィショナーの保有台数

８ 〃チ

冷媒

自動車用エアコンディ

ショナー

廃棄時
の排出

各算定基礎期間において自動
車用エアコンディショナーの

廃棄に伴い排出される当該物

質の量

各算定基礎期間において自動車用エアコンディ
ショナーが封入されている量から回収および適

正に処理された量を差し引いて得られる量を合

計する。

廃棄された量を合計するのみ
であり、設定しない。

９ 〃リ
製造時

の排出

各算定基礎期間における当該

製品の製造の際に排出される
当該物質の量

各算定基礎期間における当該物質の使用量に排

出係数を乗じて算定する。

当該製品の製造に伴い、発泡

剤として使用された当該物質
１ｋｇあたりのうち排出され

るｋｇで表した当該物質の量

各算定基礎期間におけ

る当該製品の生産に使
われた当該物質の量

10 〃ヌ

ＨＦＣ

ガス

使用

発泡

ＨＦＣが発泡剤として

含まれている発泡プラ
スチック

・ 押出法ポリスチレン

フォーム

・ ウレタンフォーム

・ ポリエチレンフォー

ム

・ フェノールフォーム

使用時

の排出

当該物質を含有する当該製品

の使用時における各算定基礎

期間における排出量

各算定基礎期間において使用されていた押出法

ポリスチレンフォーム中に含有されていた当該

物質の量に、排出係数を乗じて算定をする。ただ
し、算定基礎期間が１年間でない場合は、さらに

算定基礎期間の１年間に対する比率を乗じる。

含有されている１ｋｇの当該

物質のうち１年間に排出され

るｋｇで表した当該物質の量

各算定基礎期間におい

て使用されていた当該

製品中に含有されてい
た当該物質の量
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排出形態
番

号

施行

令上

の

区分

対象

物質

段階

の区

分

用途

の区

分
使用製品

の区分

排出時点の

区分

算定の対象 算定方法 排出係数 活動量

11 〃ル
廃棄時
の排出

各算定基礎期間における当該
製品の廃棄の際に排出される

量

各算定基礎期間において廃棄された当該製品中
に含有された当該物質の量を算定する

廃棄された量を合計するのみ
であり、設定しない

12 〃ヲ
エア

ゾー

ル

噴霧器、消火器
使用又は

廃棄に伴う

排出

各算定基礎期間における当該

製品の使用又は廃棄に伴い排

出される当該物質の量

各算定基礎期間における当該製品の使用又は廃

棄に伴い排出される当該物質の量を合計して算

定する。

使用または廃棄された量を合

計するのみであり、設定しな

い。

13 〃ワ
溶剤

洗浄
溶剤、洗浄剤の使用に伴う排出

各算定基礎期間において当該

用途で排出された当該物質の

量

各算定基礎期間において当該用途に使用された

当該物質の量から、回収および適正に処理された

量を差し引いて算定する。

使用された量を合計するのみ

であり、設定しない。

２．ＰＦＣの排出量算定方法

排出形態
番

号

施行

令上

の

区分

対象

物質

排出

段階

の

区分

使用

用途

の

区分

使用製品

の区分

排出時点の

区分

算定の対象 算定方法 排出係数 活動量

14

第 三

条

五 号

イ

ガス

生産
各ＰＦＣの生産時の排出

各算定基礎期間における当

該物質の生産に伴い排出さ

れる当該物質の量

各算定基礎期間における当該物質の生産に排出

係数を乗じて算定する。

当該物質の１ｋｇあたりの生

産に伴い排出されるｋｇで表

した当該物質の量

各算定基礎期間におけ

る当該物質の生産量

15 〃ロ
製造等

の排出

各算定基礎期間における当

該製品の製造に伴い、又は使

用開始の封入時に排出され

る当該物質の量

各算定基礎期間において当該製品に封入された

当該物質の量に排出係数を乗じて算定する。

16 〃ハ
使用時
の排出

各算定基礎期間における当
該製品の使用に伴い一年間

に排出される当該物質の量

当該に封入されていた量に排出係数を乗じて算
定する。ただし、算定基礎期間が１年間でない場

合は、さらに算定基礎期間の１年間に対する比率

を乗じる。

17 〃二

冷媒

ＰＦＣが封入された製

品

・ 家庭用電気冷蔵庫

・ 家庭用エアコンディ

ショナー

・ 業務用冷凍空気調和
機器 廃棄時

の排出

各算定基礎期間において当

該製品が廃棄される際に排
出される当該物質の量

各算定基礎期間において廃棄された当該製品に

封入されている当該物質の量から、回収及び適正
に処理された量を差し引いて算定する。

現時点において活動量はゼロ

と考えられているため、排出

係数は設定していない。

現時点において活動量

はゼロと考えられてお

り、設定していない。

18 〃ホ
溶剤

洗浄
溶剤、洗浄剤の使用に伴う排出

各算定基礎期間において当

該用途で排出された当該物

質の量

各算定基礎期間において当該用途に使用された

当該物質の量から、回収および適正に処理された

量を差し引いて算定する。

使用された量を合計するのみ

であり、設定しない。

19 〃へ

ＰＦＣ

ガス

使用

エッ

チン

グ・

クリ

ーニ

ング

ドライエッチング、CVD クリーニング

に伴う排出

各算定基礎期間において半

導体素子、半導体集積回路若

しくは液晶デバイスの加工

の工程におけるドライエッ

チング又はこれらの製造装

置の洗浄に使用された当該
物質の量のうち排出された

量

各算定基礎期間において半導体素子、半導体集積

回路若しくは液晶デバイスの加工の工程におけ

るドライエッチング又はこれらの製造装置の洗

浄に使用された当該物質の量に排出係数を乗じ

て得られた量から、適正に処理された量を差し引

いて算定する。

当該物質の１ｋｇあたりの使

用に伴い排出される量をｋｇ

で表した当該物質の量

各算定基礎期間におい

て半導体素子、半導体集

積回路若しくは液晶デ

バイスの加工の工程に

おけるドライエッチン

グ又はこれらの製造装
置の洗浄に使用された

当該物質の量
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３．ＳＦ６の排出量算定方法

排出形態
番

号

施行

令上

の

区分

対象

物質

排出

段階

の

区分

使用

用途

の

区分

使用製品

の区分

排出時点の

区分

算定の対象 算定方法 排出係数 活動量

20

第 三
条

六 号

イ

ガス
生産

ＳＦ６の生産時の排出

各算定基礎期間における生
産の際に排出されるＳＦ６

の量

各算定基礎期間におけるＳＦ６の生産量に、排出
係数を乗じて算定する。

ＳＦ６の１ｋｇあたりの生産
に伴い排出されるｋｇで表し

たＳＦ６の量

各算定基礎期間におけ
る当該物質のｋｇで表

した生産量

21 〃ロ
製造等

の排出

各算定基礎期間において、変

圧器、開閉器、遮断器その他

の電気機械器具の製造に伴

い、又は電気機械器具の使用
の開始の時に排出されたＳ

Ｆ６の量

各算定基礎期間において、変圧器、開閉器、遮断

器その他の電気機械器具の製造に伴い、又は電気

機械器具の使用の開始の時に封入されたＳＦ６

の量に排出係数を乗じて算定する。

ＳＦ６の１ｋｇあたりの封入

に伴い排出されるｋｇで表し

たＳＦ６の量

各算定基礎期間におい

て、変圧器、開閉器、遮

断器その他の電気機械

器具の製造に伴い、又は
電気機械器具の使用の

開始の時に封入された

ＳＦ６の量

22 〃ハ
使用時

の排出

各算定基礎期間において変

圧器、開閉器、遮断器その他
の電気機械器具の使用時に

排出されたＳＦ６の量

各算定基礎期間において変圧器、開閉器、遮断器

その他の電気機械器具の使用量に、排出係数を乗
じて算定する。

変圧器、開閉器、遮断器その

他の電気機械器具に封入され
ていた１ｋｇあたりのＳＦ６

のうち１年間に排出されるｋ

ｇで表したＳＦ６の量

各算定基礎期間におい

て変圧器、開閉器、遮断
器その他の電気機械器

具に封入されていたＳ

Ｆ６の量

23 〃ニ
点検時

の排出

各算定基礎期間において変

圧器、開閉器、遮断器その他
の電気機械器具の点検に伴

い排出されたＳＦ６の量

各算定基礎期間において変圧器、開閉器、遮断器

その他の電気機械器具の点検に伴い排出された
ＳＦ６の量を合計する。

点検に伴い排出された量を合

計するのみであり、設定しな
い。

24 〃ホ

電気

絶縁
電気機械器具

廃棄時

の排出

各算定基礎期間において変

圧器、開閉器、遮断器その他

の電気機械器具の廃棄の際
に排出されたＳＦ６の量

各算定基礎期間において廃棄された変圧器、開閉

器、遮断器その他の電気機械器具に封入されてい

たＳＦ６の量から、回収および適正に処理された
量を差し引いて算定する。

廃棄された量を合計するのみ

であり、設定しない。

25 〃へ

ＳＦ６

ガス

使用

エッ

チン

グ・

クリ
ーニ

ング

ドライエッチング、CVD クリーニング

に伴う排出

各算定基礎期間において半

導体素子、半導体集積回路若

しくは液晶デバイスの加工

の工程におけるドライエッ
チング又はこれらの製造装

置の洗浄の際に排出される

量

各算定基礎期間において半導体素子、半導体集積

回路若しくは液晶デバイスの加工の工程におけ

るドライエッチング又はこれらの製造装置の洗

浄に使用されたＳＦ６の量に排出係数を乗じて
得られた量から、適正に処理された量を差し引い

て算定する。

当該物質の１ｋｇあたりの使

用に伴い排出される量をｋｇ

で表したＳＦ６の量

各算定基礎期間におい

て半導体素子、半導体集

積回路若しくは液晶デ

バイスの加工の工程に
おけるドライエッチン

グ又はこれらの製造装

置の洗浄に使用された

ＳＦ６の量


